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委員会名 建設産業委員会 

派遣委員 
委員長 川辺  隆  副委員長 安東 鉄男  委 員 河野  巧     

委 員 匹田久美子  委 員 武生 博明  委 員 牧  宣雄  

日  程 令和７年１０月１７日（金）１３：３０～１５：３０ 

視 察 先 茨城県常陸太田市 

調査項目 道の駅ひたちおおた及び産品開発について 

 

１．調査目的 

常陸秋そばやぶどうなどの果物、地酒、新鮮な野菜、加工品など、常陸太田市が誇る取り

扱い、同市の新たな魅力発信基地として、平成２８年に整備された「道の駅ひたちおおた」

について、事業内容及び経営状況等及び、常陸太田市内で生産された農林水産物やそれらを

使用した加工品の中から、特に優れているものを、常陸太田市特産品推進協議会において認

証する「常陸太田市認証特産品」等による常陸太田市における産品開発などについて、調査

研究を行う。 

 

２．調査内容 

（１）視察先の概要 

   常陸太田市は、人口約４万４，０００人、面積３７１．９９㎢の茨城県北東部にある市で

す。江戸時代には、水戸徳川家２代目藩主徳川光圀公（水戸黄門）が晩年を過ごした西山荘

や水戸徳川家歴代藩主の墓所である瑞龍山などに代表されるように水戸藩領地として発展

し、明治時代には郡役所の設置や棚倉街道の商業中心都市として繁栄をしてきました。 

   臼杵市とは、豊後国臼杵の姉妹「つゆ」と「とき」が、青蓮寺で介抱されていた父を、様々

な苦難を乗り越え、約３００里（約１，２００メートル）を迎えにきた真実の物語である「二

孝女物語」の持つ縁を背景に、平成２７年１０月１０日に姉妹都市の提携を結び、令和７年

度は提携１０周年を迎える交流の深い市です。 

 

（２）調査結果 

 道の駅ひたちおおたは、基幹産業である農林畜産業の振興と、地域資源（自然・歴史・

食・地域文化等）を活かした交流人口の拡大により、地域産業の振興と地域経済の好循環を

生み出すことを目的に、平成２８年７月１日に、茨城県内で１３番目にオープンした道の駅

です。総事業費は、約１３．５億円で整備しています。市の最南部、玄関口といえる場所、

国道３４９号線バイパス沿いに立地しています。 

施設の機能としては、道の駅ひたちおおたは、①直売所、レストラン・フードコート、加

工所などの「常陸太田市の恵みを体感できる空間」、②情報発信コーナーなどの「常陸太田市

の魅力を伝える空間」、③体験交流室、体験ほ場、イベント広場、子ども広場などの「人々が



集い、楽しみ、憩い、講習する場」、④災害時の避難所、防災倉庫などの「防災拠点」の４つ

の機能を持っています。 

また、施設の利便性を高めるため、コンビニエンスストア（ファミリーマート）及びバス

ターミナルも整備していました。 

道の駅の整備に当たっては、東日本大震災の影響もあり、整備が一時休止することもあり

ましたが、市長の特命事項として検討を開始して以来、全庁をあげて検討し、市民・関係団

体・議員などに適宜説明をしながら、「農業の振興」と「交流人口を増やす」という目的を果

たすため、理解を求め整備していました。 

道の駅ひたちおおたの運営は、常陸太田産業振興株式会社と市の販売流通対策課が主体と

なり行っていますが、直売所、物販・情報発信コーナーについては、検討段階から外部委員

として参画していたＪＡ常陸と協力し運営しています。運営全体のコーディネーター役は置

かず、道の駅の駅長を中心に、施設内の出店者と打合せしながら運営しているとのことでし

た。開業当初は、体験ほ場やレストランについても直営で行っていましたが、現在は委託や

テナント運営に切り替え、より民間の事業者が参画する形になっています。 

道の駅ひたちおおたの売り上げ及びレジ通過者は、コロナ禍の令和２年度に一度落ち込み

ましたが、それ以外は、開業から継続して６億円以上を売り上げ、６０万人から８０万人程

度の来場者で推移しており、令和６年度は過去最高の８億４千万円の売り上げとなっていま

す。駐車場は、２２５台分整備していますが、周辺に臨時駐車場として使用できる場所がな

く、イベント等の開催時には、来場者が駐車できない状態になることが課題となっていると

のことです。また、道の駅では、令和７年９月時点で、全体で１１０人の雇用を産み出して

おり、地域の雇用創出の一翼を担っています。 

さらに、道の駅活用した取り組みとしては、遠方の生産者の野菜の集荷及び陳列業務の出

荷支援事業と、都内行の高速バスを利用し、都内卸業者を通してレストラン等への出荷する

貨客混載事業を行っています。 

産品開発としては、常陸太田市特産品認証制度を設け、年に一度認証する機会を持ち、現

在６８品目を認証しています。また、新商品の開発や商品のグレードアップなど加工品開発

のため、事業費の２分の１、５０万円を上限とした補助金を作り支援している状況です。地

域の食であるけんちんを活かし、市内の業者が考案した「けんちんまん」を、ファミリーマ

ートが商品化し、先日、北海道から関東で販売されています。 

    

３．委員会の所感 

   道の駅ひたちおおたは、国道バイパス沿いでより交通量の多い場所に設置しており、道の

駅の設置場所の選定に当たっては、国道沿い等の交通量が多く、人口集積地からの寄り付き

が良い場所であることの重要性を実感しました。整備に当たっては、多額の事業費が見込ま

れるため、市民・関係団体・執行部・議会など市全体を巻き込んだ議論を通し、その必要性、

目的を明確にすることが重要となり、その目的を達成するための手法として、運営方法、施

設規模・構成などを検討する視点が大切であると感じました。 

今後、臼杵市で整備を検討する場合、有機農業の取り組みや特産品のカボス、高糖度かん

しょ「甘太くん」などをより活かすことができるようスイーツなどの産品開発を推進しなが

ら、ＪＡ等の関係団体と連携し、『農業のまち』を実感できることを目的の一つとなり得る様

に感じました。 



また、設置の目的を検討する際に、防災拠点の機能・設備、コンビニエンスストア、バス

ターミナルの整備など、平時・災害時の両面で、どのように地域に貢献するかを検討し、よ

り多くのニーズを取り込むため、複合的な施設として整備する視点も必要であると感じまし

た。 

 

４．視察状況 

  

  

 


